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序　論
　深沙大将は小栗栖常暁（？～貞観8年（866））によっ
て請来された。「僧常暁請来目録」(1)（承和6年（839））
によると、常暁は深沙神王像一躯と「深沙神記并念誦
法一巻」を請来している。
　この深沙大将は大般若十六善神画像に玄奘三蔵と
対になって描かれることは多いが、彫像遺例は少な
い。しかし、少ないながらも重文に指定されているも
のとして、福井県明通寺・京都府金剛院・岐阜県横蔵
寺所蔵の３体がある。他に平安～室町時代の作例６体
が知られる。しかしいずれの像も深沙大将ではある
が、その姿形はさまざまに表現されており、異同がみ
られる。本論は第一章で深沙大将の姿形の特徴を示
し、各彫像遺例がなぜその姿形で表されたのかについ
て明らかにする。第二章では深沙大将に対する信仰に
ついて考察する。水神としての信仰、葛城修験におけ
る信仰、太山府君と同一として信仰すること、さらに
は深沙大将の彫像の中には深沙大将が執金剛神と一
対になって安置される像もあることから、他の尊像と
組み合わせて安置する理由を考え、深沙大将が日本に
おいてどのように信仰をされてきたのかについてみ
ていくことにする。
第一章　彫像にみる深沙大将の姿形（図像）
　深沙大将の彫像遺例で重文に指定されているもの
として、明通寺・横蔵寺・金剛院所蔵の３体が挙げら
れるが、この３体の姿形は一見しただけでも他の２像
とは異なる点がある。明通寺像は条帛を纏い、横蔵寺
像はズボンのような衣を纏い、金剛院像は象頭をもつ
膝丈の袴を穿くといった違いである。
　そこで、深沙大将の彫刻遺例をみていく上での深沙
大将の特徴をいくつかあげることにする。この深沙大
将の特徴については、常暁が請来した深沙神王像の姿
形が判る資料がないこと、「僧常暁請来目録」には深
沙神王の姿形が分かる記述がないため、恵什によって
編纂された『図像抄』(2)（保延5.6年（1139.40））収
録の図像（図１）を日本における深沙大将の初期の姿
と位置づけ、この図像をもとに下記の５つの事柄を深
沙大将の特徴として彫像をみていくこととする。
　『図像抄』収録図像を規範と考えたのは、つぎの理
由による。１点は『図像抄』は平安後期から鎌倉時代
に編纂された図像集のなかでは最古のものであり、最
も基本的な図像を収録しているとされ、また『別尊雑
記』(3)『阿娑縛抄』(4)にも踏襲されているからである。
２点目は『図像抄』の記載から、収録図像が唐本と
呼ばれ流布している形像であったことが分かるから
である。『図像抄』では、深沙大将の形像には二様あ
り、一が唐本で左手に青蛇をとり右手は屈臂して右乳
前に掌を揚げる形で、昔より流布するところである、
という。
　『図像抄』の図像（図１）から深沙大将は①忿怒の
相②髑髏の瓔珞③腹の童子面④上半身裸体に獣皮・象
頭をもつ膝丈の袴を穿く、⑤右手を屈臂して掌を手前
に向け左手は肘を屈して蛇を持つ。この姿を深沙大将
の特徴と捉え、各像の像容についてはこの特徴を中心
に記述し(5)、５つの特徴の有無をみていく。(6)
弥谷寺(7)（香川県三野町）平安中期　11世紀初頭（図２）
　弥谷寺の深沙大将像は像高138.5cmのヒノキ材の
寄木造りで、深沙大将像としては珍しい一種の倚像
（岩座に腰掛ける）である。髪は怒髪で頭には朱の蛇
が７匹いる。顔は忿怒の相を表し、開いた口から歯が
覗く。上半身裸体で肩から天衣を掛け、首から髑髏の
瓔珞を掛ける。腰から衣を纏い膝には象頭と思われる
袴を穿く。右手は屈臂して掌を手前に向ける。左肘は
軽く曲げ、掌はやや下に向ける。両手両足に蛇が巻き
つく。頭光に火炎をつける。
　①忿怒の相を表す。②髑髏の瓔珞を掛ける。③腹
に童子面がない。④腰から纏う衣は獣皮ではない。⑤
右腕を屈臂する点は『図像抄』（図１）と共通してい
るが、『図像抄』（図１）では右手指を屈しているが、
弥谷寺像は指を伸ばしている。左手は肘を軽く曲げる
点は同じだが、手に蛇を握らず、掌を開いている。
　その他の特徴として、手足に蛇が巻きつく。頭に朱
深沙大将像の像容（図像）とその信仰
         　　　　　　　
   藤　澤　隆　子　・　加　藤　香　織　
の蛇が7匹いる。肩に天衣を掛けている。火炎の頭光
をつける。倚像であるといった『図像抄』（図１）と
は異なる点がみられる。火炎の頭光については深沙大
将を安置する鎮守堂が『金毘羅参詣名勝図会』(8)（弘
化４年 (1847)　暁鐘成編）では蔵王権現と記されて
いることから深沙大将を蔵王権現として祀っていた
時期のものと思われる。
明通寺 (9)（福井県小浜市）　
　　平安時代　11世紀末～ 12世紀初頭　国重文（図３）
　明通寺の深沙大将像は、像高256.6cmで檜の一材
から彫り出す。頭上に髑髏を戴き、大きく見開いた眼
と、へしめた口で忿怒の相を表す。髑髏の瓔珞はなく、
左肩から斜めに条帛を掛け、腰から膝丈の裳を纏う。
腹に童子面がある。右手は戟を取り、左手は肘を軽く
屈して蛇を握る。波の台座に立つ。
　①忿怒相を表す。②胸に髑髏の瓔珞はない。③腹に
童子面を持つ。④衣については『図像抄』では上半身
裸体に獣皮と象頭をもつ膝丈の袴を纏う姿だが、明通
寺像は左肩から条帛を掛けて、膝丈ほどの裳を纏う姿
で深沙大将像としては珍しい姿である。明通寺の深沙
大将像は降三世明王と共に本尊薬師如来の脇時とし
て安置されているため、対になる表現として条帛・裳
を纏った姿と考えることもできる。⑤右手は戟を持つ
が『図像抄』（図１）では屈臂して掌を前にして広げ
指は屈している。左手は軽く屈臂して蛇を握る。蛇を
持つ手は『図像抄』（図１）同様に左手だが、蛇は手
に巻きつかず、蛇の尾を握る姿である。
　戟を取る姿は『図像抄』では、唐本（流布像）では
なく他の一本として紹介されている。その図像は『覚
禅鈔』(10)や醍醐寺蔵図像に収録されている。それらは
いずれも象頭をもつ膝丈の袴は穿かず短い裳を着し
ている。脇時として対になる降三世明王とバランスを
とるため唐本（流布像）ではなく他の一本を採用した
のかも知れない。ただし他の一本の図像では条帛は着
けていない。
　その他の特徴として胸に髑髏の瓔珞をつけていな
いが頭上に髑髏を戴く。波の台座に立つ点がみられる。
横蔵寺 (11)（岐阜県揖斐郡）平安時代　国重文　（図４）
　横蔵寺の深沙大将像は像高175.5cmで、楠の一材
から彫り出す。突出した丸い目と開いた口から忿怒
の相が窺える。上半身裸体で髑髏の瓔珞はなく、腹に
童子面を持つ。腰から膝丈ほどの衣を纏うが象頭をも
つ膝丈の袴ではなく、脇にスリットのような裂け目が
入っている。右手は肘を後方に突き出すように屈して
蛇を握り、左手は下ろして掌を下に向ける。両腕と両
足に蛇が巻き付いている。
　①忿怒の相を表す。②髑髏の瓔珞については、現在
はないが、胸に現状穴が数個観察できるので、これが
髑髏を止めていた釘穴とすれば、当初瓔珞を身に付け
ていた可能性がある。③腹に童子の顔を持つ。④衣に
ついては『図像抄』（図１）が獣皮の衣と象頭をもつ
膝丈の袴を穿くのに対し、衣と袴が一体となったよう
な衣を纏い、袴部分では脇にスリットのような裂け目
が入っている。この衣の袴部分に入る裂け目は象頭を
もつ膝丈の袴の象の口部分に相当すると考えること
ができるのではないだろうか。⑤右手を屈臂する点は
共通している。横蔵寺像は蛇が両手に巻きつき、右手
で握り、左手は掌を下向きに広げる形をとるが、『図
像抄』（図1）では右手掌を前にして指を屈している。
左手は蛇をとる姿をしている。
　
神宮寺 (12)（三重県鈴鹿市）平安時代　12世紀　（図５）
　神宮寺の深沙大将像は像高104.5cm、大きな鋭い
眼で忿怒の相を表し、口に蛇（後補）を銜える。上半
身裸体で髑髏の瓔珞を掛け、腹に童子面を持つ。腰に
衣を纏い、膝丈の鋭い歯をもつ獣面の袴を穿く。右肘
を屈臂して掌を手前に開いて見せる。左手は左下方に
伸ばし、開いた手は掌を左斜め下に向ける。
　①忿怒の相を表す。②髑髏の瓔珞を掛ける。③腹に
童子面を持つ。④腰に纏う衣は獣皮ではない衣を纏
い、袴を穿くが象頭ではなく、鋭い歯をもつ獣である。
⑤左手は屈臂せず、蛇を取らない。後補ではあるが口
に蛇を銜えることで蛇を持つ。
高瀬磨崖仏 (13)（大分県大分市）
　　平安後期　国指定史跡（図６）
　高さ182cm、幅439cm、奥行152cmの石窟の内
部に向かって右から馬頭観音半跏像、如意輪観音半跏
像、胎蔵界大日如来坐像、大威徳明王坐像、深沙大将
立像の5像が陽刻されている。
　高瀬石仏の深沙大将像は、岩男順氏 (14)によると、
軟質凝灰石に浮彫（高肉彫）で、像高140cm（台座共）、
髪の中央に髑髏らしい小化仏を彫出する。忿怒相に上
半身裸体で胸前に7個の髑髏の瓔珞を並べ、腹に童女
の如き面を描き、赤帯を締め、大腿部には眉と目を墨
書きした獣皮様の物を付け、右手は屈臂して左手は蛇
の頭を握り、肘を伸ばし、その腕に絡む蛇身は右肩か
ら胸に尾を垂れる。左右の膝下からも各一蛇が脛部を
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三巻してその頭は左右の腰に向かって仰ぎ向いてい
るという。
　①忿怒の相を表す。②髑髏の瓔珞を掛ける。③腹に
童子面がある。④衣の眉と目の墨描きは象頭をもつ膝
丈の袴を表そうとしたものととれる。⑤右手は屈臂し
て掌を手前に向ける点と左手で蛇を握ることは『図像
抄』（図１）と同じだが、左手は屈せずにまっすぐ横
に伸ばしている所が『図像抄』（図１）とは異なる。
　蛇が両膝下から巻き出ることと、左手で握った蛇が
左腕から左肩、右肩を通り、胸に尾を垂れる大きな蛇
であることも『図像抄』（図１）と異なる。蛇が足に
巻きつく姿は横蔵寺像にも見られる。その他の特徴と
して明通寺像と同様に頭上に髑髏を戴く点があげら
れる。
金剛院 (15)（京都府舞鶴市）
　　鎌倉時代　12世紀末～ 13世紀初頭　国重文（図７）
　金剛院の深沙大将像は像高84.5cm、執金剛神立像
と一対の快慶の作である。像容は眉を吊り上げ、目を
大きく見開き、口から歯をむき出して忿怒の相を表
し、上半身裸体で瓔珞は欠失。短い裳の上から獣皮を
纏い、象頭をもつ膝丈の袴を穿く。右肘を屈臂して右
手は掌を手前に向ける。左手は肘を軽く曲げ拳を作り
蛇（欠失）を握る。腹の童子面も欠失。左足柄内側に「功
匠アン（梵字）阿弥陀仏」銘がある。
　①忿怒相を表す。②現在髑髏の瓔珞はないが胸に釘
穴があることから制作当時はあったと思われる。③腹
に童子面がないがこれも失われたものと考える。④獣
皮を纏い象頭をもつ膝丈の袴を穿く。⑤右肘を曲げ、
掌を前に向ける、左手を下げ手は握る形をとるのは
『図像抄』（図１）と似ている。
　全体的に『図像抄』（図１）にとてもよく似た姿を
しており、対になる執金剛神立像は東大寺法華堂の執
金剛神像と形状がほぼ合致している。
金剛峯寺 (16)（和歌山県）鎌倉時代　13世紀　（図８）
　金剛峯寺の深沙大将像は像高134.2cm、ヒノキの
寄木造りである。執金剛神立像と一対で、同じく金剛
峯寺所蔵の四天王像４体と組み合わせて快慶の作と
考えられている。これについては四天王広目天像の左
足に追刻された「巧匠快慶」および「アン（梵字）阿
弥陀仏」の銘があることから快慶作といわれる。また、
この深沙大将・執金剛神・四天王の６体については「南
無阿弥陀仏作善集」高野新別所の項にある「四尺四天
像各一、執金剛身深蛇大王像各一躰」にあたる可能性
があるといわれている。
　像容は怒髪で歯をむき出し忿怒相を表す。上半身
裸体で胸に髑髏の瓔珞を付け、腹に童子面を持つ。腰
から衣を着け象頭をもつ膝丈の袴を穿く。右肘を屈臂
して右手は掌を手前に向ける。左手は掌を下方に向け
る。左腕に蛇が巻きつく。天衣を纏う。波の台座に立
つ。
　①忿怒の相を表す。②髑髏の瓔珞を身に付ける。③
腹に童子面がある。④腰から衣と共に象頭をもつ膝丈
の袴を穿く。⑤『図像抄』（図１）のように右手は肘
を屈臂して掌を手前に向ける。左手に関しては手で蛇
を取らないが腕に巻きつく。
　その他の特徴として天衣を纏う。波の台座に立つこ
とがあげられる。
深大寺 (17)（東京都調布市）鎌倉時代　（図 (18)）
　深大寺の深沙大将像は深沙大王といい、深沙大王堂
の本尊として厨子内に安置される秘仏である。寺伝に
よると天平勝宝７年（755）開基満功上人の作とされ
ているが、水野敬三郎氏(19）は調査の結果鎌倉時代文
永４年（1267）頃の制作とされた。
　また、寺伝の年号に従うと常暁が深沙大将を請来す
るより前から深大寺には深沙大王が伝わっているこ
とになり、『深大寺真名縁起』(20)（慶安３年（1650））に
は満功上人が新羅から深沙大王の画像を求めるとあ
り(21)、常暁とは異なるルートで深沙大将の請来があっ
たと考えることもできる。常暁以外の請来としては、
『福州温州台州求得經律論疏記外書等目録』（22）には、
「深沙神王記一巻」があり、円珍（弘仁５～寛平３年
（814～ 891））が請来したことがあげられる。
　深大寺の深沙大王像は像高57.2ｃｍのヒノキの寄
木造りで、髪は総髪、目を大きく見開き、口を開い
て忿怒の相を表す。上半身裸体で、襟に領巾を巻き、
その上に髑髏の瓔珞をつける。肩から天衣を掛ける。
象頭をもつ膝丈の袴を穿き、その上に短い腰布（折り
返し付）を纏い、腹前で腰紐を結ぶ。右腕は屈臂して、
掌を下方に向け、全指を軽く曲げる。左腕は臂を伸ば
し両手首に腕釧をつける。足は左足を前に踏み出し、
両足に足釧をつける。
　①忿怒の相を表す。②髑髏の瓔珞をつける。③腹に
童子面がない。④獣皮ではないが衣を纏い、象頭をも
つ膝丈の袴を身に着けている。⑤右手掌は下向きで左
手は伸ばした形で蛇を持っていない。その他の特徴と
して、天衣を肩に掛ける。髑髏の瓔珞の下に領巾をつ
ける。腕と足に釧をつけるといった点が挙げられる。
杵築神社 (23)（奈良県生駒郡平群町）
　　南北朝～室町前期（図９）
　杵築神社の深沙大将は像高197cmの寄木造り。像
容は、髪は怒髪で忿怒の相を表し、口を開いて歯と舌
を覗かせる。上半身裸体で肩から天衣を掛ける。右手
は屈臂して、掌を手前に向け、二指を立てる。左手は
斜め下方に伸ばす。左腕に蛇が巻き付く。腹に童子面
を持つ。腰から衣を纏い、象頭をもつ膝丈の袴を穿く。
一時期竜神として祀られていたため波の彫刻がつく
台座（近世の補作）に安置されていたが、解体修理の
際に台座は取り除かれた。
　①忿怒相を表す。②髑髏の瓔珞はない。③腹に童子
面を持つ。④肩から天衣を掛け、腰から衣を纏い、象
頭をもつ膝丈の袴を穿く。⑤左手は肘を伸ばし、手は
蛇を握らず指を伸ばし、蛇は左腕に巻き付く。右手は
二指を立てるという指の動きは『図像抄』（図1）と
大きく異なる。
小　結
　深沙大将の彫像遺例を平安から室町時代の作９体
について図像を整理してきた。
　その際、常暁請来像の図像は知られない、また、「深
沙神記并念誦法一卷」においても図像の記述がないの
で、日本の深沙大将像の規範となるべき図像を『図像
抄』収録図像と考え、それとの比較において整理した。
深沙大将の特徴として、①忿怒の相②髑髏の瓔珞③腹
の童子面④上半身裸体に獣皮・象頭をもつ膝丈の袴を
穿く⑤右手を屈臂して掌を手前に向け左手は肘を屈
して蛇を持つ姿、の５点を抽出して、比較した。
　その結果平安時代の制作とされる弥谷寺・明通寺・
横蔵寺・神宮寺・高瀬磨崖仏の５体はいずれも、『図
像抄』（図１）とは似ているとは言い難く、『図像抄』
がいう唐本を典拠としているのではないようである。
前述の特徴５点についてそれを表現するためにそれ
ぞれ試みを行っていることが窺えるのである。また図
像において大きな違いもある。弥谷寺像は坐法を他に
例を見ない岩に腰掛ける姿とし、明通寺像は、基本的
な形制を明王像においている。これらは各寺の信仰事
情を反映した結果と推測される。
　この『図像抄』図像（図１）と平安時代の彫像との
姿形の違いについては、常暁が持ち帰った深沙神王像
や『図像抄』に掲載されるような図像が地方にまで流
布していなかったためと考えられる。平安時代作とさ
れるこれら５体はどれも当時の都から離れた地域に
あるため、直接図像に依るのではなく見聞によって得
た深沙大将の特徴を、既知の明王形や鬼形などに組み
込み制作してできた姿形だと思われる。見聞できる例
として、『図像抄』には下醍醐深沙堂また加茂上社東
山南面にいずれも等身の深沙大将像があり、近代瘧病
に悩む人が祈ると平癒するといわれている、またもと
は塑造（壤）で生けるが如く神妙であったが、小堂が
破壊し雨露のため損なわれたので里人が願聖と呼ぶ
知足院僧が泥で修理したので腰帯等塗り損ね面貌を
損失した、という記載がある。加茂上社東山南面所在
堂の深沙大将像などは見ることができたと思われる。
　また、特徴④としてあげた象頭をもつ膝丈の袴につ
いては、鎌倉時代以降の４体は象と判る袴を穿いてい
るが、他の像については弥谷寺像は象の鼻と分かる形
で表し、高瀬磨崖仏・神宮寺像は獣の顔を表し、横蔵
寺像・明通寺像については獣の顔はない。象が日本に
渡来したのは、浜本満氏(24)によると応永15年 (1408)
アジアゾウ一頭が若狭国（福井県）にもたらされたの
が最初と言われているので、当時の人々にとって見た
ことのない象の姿を彫ることは容易ではなかったと
考えられる。他に象頭をもつ膝丈の袴を穿く大元帥明
王や象に乗る普賢菩薩騎象像の彫像や仏画がある。し
かし、これも同様に目にする機会が少なかったであろ
う。よって、象頭とは判別できない膝丈の袴を穿いた
姿で表されたのだと推測する。
　鎌倉時代以降の４体については、４体とも象と判
る袴を穿いていて、深大寺像を除く３体は深沙大将の
特徴を多くとらえている。金剛院像は『図像抄』（図
１）と、非常に似ており、金剛峯寺像は深沙大将の特
徴として挙げた５つの特徴をほぼ満たしている。この
２像は快慶作あるいは快慶作と推測されているので、
重源との関係が窺える。重源は醍醐寺で出家している
ので、『図像抄』に収録する像容を目にする機会があっ
たと思われる。それは前述したように『図像抄』収録
図像が唐本と呼ばれ昔より流布している像であり、さ
らに『図像抄』の記載は下醍醐深沙堂がそれである、
という。
　快慶は重源を通じて『図像抄』収録の図像の像容を
知ることができ、金剛院像・金剛峯寺像は深沙大将の
特徴を備えた像となったと考えられる。
　深大寺像は、満巧上人が新羅から画像を求め天平勝
宝7年に制作したという縁起が伝わっていることもあ
り、像容が異なるのではないかと思われる。
深沙大将像の像容（図像）とその信仰
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第二章　日本における深沙大将の信仰
　第一章で深沙大将の彫像の特徴について触れたが、
その中で明通寺・金剛峯寺・杵築神社所蔵の３体が波
の台座に立っていた。このことから深沙大将は水との
関わりが考えられる。また、金剛院・金剛峯寺所蔵の
像では執金剛神と一対で表されることから、この２体
を共に安置することに何らかの意味があったと推測
できる。彫像をみるだけでも、水との関わりがあるこ
と、執金剛神と一対の組み合わせといった、深沙大将
の信仰が浮かび上がる。彫像だけでなく、縁起などか
らも日本における深沙大将の信仰についてみていく
こととする。
第一節　水との関係
  深沙大将の彫像遺例から明通寺・金剛峯寺・杵築神
社の像に波の台座がみられた、台座については後補の
ものもあるが、波もしくは水と関連付けて信仰された
時期があったと考えて、水と深沙大将との関連をみる
ことにする。
  はじめに、日本における水との関連をみる前に、日
本に伝わった深沙大将と水に関する中国での話をあ
げる。
  ひとつは玄奘三蔵が渡天の際に深沙大将に出会った
話で、『大慈恩寺三蔵法師伝』(25)巻第一によると、「５
日目の夜半に夢に一大神が現れ、戟をとってさしまね
き、｢どうして強行せず、そのまま寝ているのか ｣と
言った。三蔵は目を覚まし、進むと池を発見し、水を
得ることをできた。」（要約）とあり、一大神がその
力によって三蔵に水を与えていることがわかる。この
一大神が９世紀常暁が入唐した頃には深沙神王（深沙
大将）と呼ばれている。
  他のひとつは、『成菩提集』には二つの女商人の話(26)
が載っている。どちらも女商人が江陵に船で渡る際に
悪風で船が沈みそうになり、深沙大将に祈念したとこ
ろ無事に江陵に辿り着いたという話である。（女商２
は『阿娑縛抄』にも引かれる）
  玄奘三蔵の話では水を与え、女商人の話では悪風で
沈没せんとする船を救っている。
  日本においてこの玄奘三蔵や女商人の話は平安～鎌
倉時代には知られていた。室町時代には、玄奘三蔵の
話から能「大般若」が作られている。『新訂増補能狂
言事典』(27)に「大般若」の説明があるのでそれを引
用する。「三蔵法師が大般若経を伝来しようと天竺へ
向かう途中、西域の流沙河まで来たとき、一人の老人
に出会う。老人は、この川は深さ千尋の難所だし、向
こうに見える葱嶺も天険で、まず越えることは困難だ
という。なお老人は、この川の主は深沙大王と称し、
鬼のような姿をしているが心では仏法を敬っている
と物語り、実はあなたは前世でも大般若経を得ようと
志していたが、いつもこの地で命を落としたのだと話
す。三蔵が驚いて老人の名を尋ねると、自分こそ深沙
で、今度こそ経を与えようといって消え失せる。三蔵
法師が待っていると菩薩が現れて舞楽を奏し、大竜、
小竜が三蔵を拝する中に、大般若経の笈を背負った深
沙大王が現れ、笈を開いて三蔵に経文を見せ、この経
の守護神となると約束して笈を与えて去る。」
  能「大般若」においては、深沙大王は流沙河の主と
されている。中野美代子氏(28)によると、「室町時代
に作られた能『大般若』では、深沙をその音通から真
蛇とする異本が多くなり、能面もまた、女体の怨霊・
鬼女などを象徴する「蛇」の変種としての「真蛇」が
生まれ、能『大般若』専用となった」と述べている。
  「深沙」から「真蛇」へと音通によって変化したの
であるが、その基底には蛇は水神である、流沙河とい
う川の神である深沙大王も水神であるという認識が
存在し、音通による変化を可能にしたと思われる。
　深沙（大）王が水との関連で語られる例を２点知る
ことができる。
　ひとつは深大寺縁起である。『深大寺真名縁起』は、
「深大寺縁起絵巻詞書」（享保７年（1722）通称仮名
縁起）により、正保３年（1646）の火災後、深大寺
57世辨盛が深大寺縁起を再編、漢文体で『武陽多麻
郡浮岳山深大寺晶楽院縁記』一巻を慶安３年（1650）
に著したものとされる。『深大寺真名縁起』では、深
大寺開山の満功上人の父母の話の所で深沙大王が現
れているので紹介する。「福満（父）が郷長右近の娘
（母）と恋をしたが、娘の両親によって娘は池水の中
嶋へと離されてしまった。そこで福満は三蔵法師が天
竺に行く途中深沙大王に助けられたことを思い出し、
深沙大王に祈願した。深沙大王は福満の願いを聞き入
れ、大霊亀を遣わし、福満は娘が待つ池水の中嶋に渡
ることができた」という話である。これによると深沙
大王は大霊亀を遣わし、障害となる池水を渡る術を福
満に与え、水に対して力を示している。
  もうひとつは勝道上人（天平７～弘仁８年 (735～
817)）日光山登頂にまつわる山菅の蛇橋（神橋）の
伝説である。それは『日光山志』(29)（天保８年 (1837)
　植田孟縉）によれば、「勝道上人が大谷川を渡りか
ねたとき、神仏に祈ると、深沙大王があらわれ、手に
した青赤の両蛇を放つと、一条の長橋となり、さらに
蛇橋の上に山菅が生じ、上人は徒弟とともに渡ること
ができた」（要約）というものである。また長坂登り
口（神橋を渡った突き当たり）に深沙王社があり、「神
橋守護神とす。本地毘沙門を安ず」と記されている。
しかし、空海弟子真済が編集した『性霊集』(30) 所収「沙
門勝道歴山水瑩玄珠碑」や保延７年（1141）藤原敦光
撰「中禅寺私記」(31)には勝道上人が深沙大将の加護
を受けたという記述はみられない。
  では山菅の蛇橋の伝説は、いつまで遡ることができ
るのか。『日光山志』では、『枕草子』「橋は」の段に
述べられている“山すげの橋”が、この橋に相当する
という。現行刊本の諸注でも日光の神橋かとするもの
が多い。歌枕とする注もある。ついで『八雲御抄』(32)
巻第５（順徳天皇 建久８～仁治３年（1197～ 1242)）
の「橋」では、“やますげの”とあり左肩に国名を示
す“下”が付けられている。下総あるいは下野である。
『八雲御抄』の巻第５は名所をあげた部分である。“山
すげの橋”は平安後期には諸国名所のひとつとして都
では認識されていたようである。しかし“山菅の蛇橋”
の伝説を構成する“山菅”と“蛇”というふたつのモ
チーフのうち“山菅”だけであって“蛇”が欠落して
いる。
  “山菅”と“蛇”のモチーフがそろう資料は『補陀
落山建立修行日記』(33)であり、『宴曲集』(34)別紙追加
曲の「補陀落霊瑞」では山菅の橋と深沙大将が結びつ
いている。
  『宴曲集』別紙追加曲（「撰要目録」によると文保３
年 (1319)）には、「聞渡も貴は。山菅の橋の深砂王」
とある。
  『補陀落山建立修行日記』には、「天平神護２年 (766)
勝道上人が河を渡ろうとして呪を誦すと河の北涯に
化神が現れ深沙大王と名のり、玄奘三蔵と同様に渡し
奉ろうといい、右手にもっていた二蛇を放つと虹のよ
うな橋となり、上人は教えにより蛇橋を渡った。忽ち
橋上に山菅が生じた。それで名は山橋という」（要約）
とある。『補陀落山建立修行日記』は弘仁９年 (818)
弟子の仁朝、道珍、教旻、道欽が記したとする。しか
し群書解題には「おそらく後世鎌倉時代ごろに神仏習
合の思想に基づいて作られた偽書であろう」という。
  『宴曲集』別紙追加曲「補陀落霊瑞」では山菅の橋
と深沙大将が結びついているので、おそらく蛇のモ
チーフとも結びついていたであろう。『補陀落山建立
修行日記』ではその間の様子を詳しく語っている。し
たがって年代がはっきりしている「補陀落霊瑞」のこ
ろすなわち鎌倉時代後半までは遡ることができると
しておきたい。
  彫像においても水との関わりを示す例がある。明通
寺像・金剛峯寺像が立つ台座には波が表され、杵築神
社像は過去に波の彫刻がつく台座に立っていた。
  また、深沙大将彫像の中で弥谷寺像だけ頭に朱の蛇
が７匹いる。これと類似する姿を水天にみることが
できる。(35) 醍醐寺十天形像（図10）『図像抄』『別尊
雑記』『覚禅鈔』（坐像）では５匹、『覚禅鈔』（立像）
東寺十二天屏風（図11）では７匹が水天の頭から顔
を出している。『図像抄』ではこれは龍と記している。
蛇も龍も水神である。このことから弥谷寺の深沙大将
像の頭の蛇は深沙大将に水神としての力があること
を基本的な性格と認識して制作されたと推測される。
　以上、深沙大将と水との関係を示す事例をみてき
た。玄奘三蔵や女商人の話からもともと水に対して
力を持つ神であることが分かり、日本に請来された時
にはすでに深沙大将が水神としての一面を持ってい
たことが窺える。その後、歌学や勝道上人の伝記、宴
曲「補陀落霊瑞」、能「大般若」によって深沙大将と
いう神の存在と水神としての一面が広く流布したと
考えられる。深沙大将が日本において、水神としての
一面を示し、信仰されたことは上記の考察から明らか
である。
第二節　葛城修験における信仰
　深沙大将は葛城修験において『渓嵐拾葉集』(36)巻６
（文保２年 (1318)自序）に、「葛木の守護神深沙大王。
これすなわち多聞天の化現なり」とあることから葛城
の守護神に位置づけられていることが分かる。また、
宮城泰年氏(37)は葛城二十八宿で深沙大将が関わる場
所として、紀州友ヶ島と当麻寺背後の二上山をあげ
ている。後者について「かつての葛城修行は山内の ｢
竹之坊｣に泊まった。阿遮羅院仏海も弘化四年 (1847)
四月七日一言主寺から金剛山に登りその日に当麻寺竹
之坊に泊まって、ここにあった ｢深蛇大王｣を描いて
いる。・・・当時二上山雄嶽には ｢二上権現｣を、雌
嶽には法華経を守護するという ｢深蛇（沙）大王｣を
祀っていたのである」、また前者について「深蛇大王
は役行者が紀州友ヶ島の行場を開踏する時海上に現
れて、大法を行う行者を守護し、島に留まることを約
束する異形の神である。いま島にある ｢深蛇池｣はこ
の神の留まったところの霊地である。｢神蛇大王｣は
葛城のすべてを守護する位置として西の友ヶ島、東に
は二上山にとどまるのである」とされる。このように
深沙大将像の像容（図像）とその信仰
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現代復興された葛城修行においても、葛城の守護神と
して位置づけられている。
　深沙池や二上山の深沙大将については、次掲の資料
から室町時代まで遡る。
　江戸時代のものであるが、鈴木昭英氏(38)によれば
「鎮永(1394～ 1427)の記録を参考にしながら修行し、
それが終わった後、実地修行に基づいて書き上げたも
のであろう」とされる『葛城峯中記』（亮永　元禄13
年 (1700)）では友ケ島の「深 池」、二宿馬頭塔にも「深
池在」、金剛山寺では「深 の面」を記す。また『葛
城修行灌頂式』(39)（永正元年 (1504)）の啓白では誓約
の対象として、二上権現と共にその名があげられている。
  また宮家準氏(40)によると『葛城嶺中記』（天文14
年 (1545)）『葛城峰宿次第』（天正17年 (1589)）の行
所では『諸山縁起』とほとんど同じであるが異なる所
があるという。そのひとつが向谷寺で、「二上嶽近く
に向谷寺が加わり、ここに滝、池、観念の岩屋、役行
者の母の十三重の石塔、深蛇大王、弥勒がある」という。
  深沙大将と葛城修験の関わりは、鎌倉初期かそれ以
前の編集とされる『諸山縁起』所収の「葛木縁起」(41)
には深沙大将の記載はみられない。護国寺本『諸寺縁
起集』（文暦２年 (1235)以後）や『渓嵐拾葉集』にな
ると、鑑真和尚と組み合わさった説話（後述）として
言及される。
  以上、葛城修験においては13世紀頃から深沙大将
との関わりが資料にみえ始め、以後発展・展開したこ
とが窺える。
　ではなぜ深沙大将は葛城修験の守護神であるのか。
　深沙大将は、「僧常暁請来目録」では玄奘三蔵が渡
天の時感得したとされているが、これとは別に法華読
誦者を守護する話がある。『別尊雑記』裏書337「深
沙大将菩薩儀軌要一首」では、「法伝という比丘が天
和元年 (566)発願し、里から十余里離れた曠野で法華
経を読んでいたところ、七日目に一人の小児が現れ七
年間駆使した。その小児が名を深沙大将という此野の
鬼神であった」(42)（要約）という。『覚禅鈔』（字句の異
同はある）や『成菩提集』にも同文が引かれている。
深沙大将は法華持経者の守護神でもあった。
　葛城修験は、『諸山縁起』「転法輪山」（字は葛
木の峯なり）の宿の次第に「行者の歩みたまふ御
足の下に、六万九千三百八十四字あり」と記され、
六万九千三百八十四字すなわち『法華経』信仰が基底
にある。葛城山系には95の行所があり、そのなかに
は『法華経』28品をそれぞれ納めた28の経塚が行所
となっている。このように『法華経』を介して深沙大
将は葛城修験の守護神となった。
　もうひとつ葛城修験に関連する経典は『華厳経』で
ある。『諸山縁起』では葛城山が金剛山とも呼ばれる
ことを『華厳経』で説明している。それが護国寺本『諸
寺縁起集』(43)では深沙大将に導かれる鑑真和尚の説話
として展開する。葛城修験の中心地である「金剛山寺
で、鑑真和尚は深沙大王の教えによって法喜菩薩の浄
土にゆき、三千余の比丘達が布薩を行い、三千余の仙
人が法華経を読誦するという奇瑞を見た」という。
　『渓嵐拾葉集』では、「大峯に対して葛木は法花の
峯という別伝がある、役行者の本地は曇無竭菩薩で
あり華厳経には東方に大乗流布の国がありそこに在
るという、鑑真和尚が葛木の峯を巡礼したとき鬼神す
なわち深沙大将が曇無竭菩薩の布薩を知らせる鐘を
鳴らしており鑑真和尚も布薩に参加しそのとき取っ
た籌が今も南都にある」(44)（要約）という。伝承が列
記されているが、それらを総合すると法花の峯であ
る葛木の峯は役行者が開き、役行者は『華厳経』にい
う曇無竭菩薩の化身であり、二上笙の南谷霊窟で曇無
竭菩薩が布薩を行うとき深沙大将が鐘を撞く、葛木の
峯を巡礼中の鑑真和尚が鐘の音を聞き深沙大将から
そのわけを聞き布薩に参加した、そのときの籌が今も
南都に遺るという。この伝承から、法華の峯である葛
城修験であるが、曇無竭菩薩を役行者の本地とするこ
とで『華厳経』と結びつけ、さらに曇無竭菩薩が行う
布薩との関連から、『三宝絵詞』で「月ごとの十五日、
三十日に寺々に布薩をおこなふ、鑑真和尚伝え給へる
なり」と記されているように布薩は鑑真が始めたと理
解されていることから鑑真が登場し、布薩のときの鐘
撞である深沙大将との縁によって布薩に参加し、その
ときの籌が聖遺物としてそれを証明するという説話
に展開している。
　『諸山縁起』で葛城山が『華厳経』が説く金剛山で
あると説明しているが、『渓嵐拾葉集』や護国寺本『諸
寺縁起集』になると、深沙大将は、玄奘三蔵や法伝
に替わって鑑真和尚と組み合わさった説話によって、
『法華経』と『華厳経』を結ぶ役割をはたしている。
　奈良県生駒郡平群町福貴畑の杵築神社観音堂には
深沙大将像（図９）が伝わっている。『平群町史』(45)
によれば、観音堂は「ここから1,5キロメートル南西
にあった白石千坊の名残りだと伝えられ」ている。享
保８年 (1723)『郡山藩郷鑑』福貴畑村に記載されて
いる「除地／一牛頭天王　社地弐百拾六坪／一小宮　
観音堂　宮寺　観音寺支配」の観音堂にあたる。この
地域一帯は葛城修験の文化圏と考えられる。葛城の宿
は95所目の亀の尾の宿で終わるが、さらに北には北
峯の宿と呼ばれる宿があった。『諸山縁起』には「北
峯の宿は」として青谷寺から八幡まで17所を記載す
る。大和川を渡った北側信貴山から生駒山を経て京
都・石清水八幡宮へいたるルートである。福貴畑・杵
築神社はこの生駒山系の東に同様に南北に走る矢田
丘陵の東面に位置する。矢田丘陵には修験寺院である
松尾寺や千光寺（福貴畑のひとつ北の谷に所在）が所
在する。このような立地から葛城修験の影響を受けて
造立された可能性も考えられる。
  葛城修験にとって深沙大将は法華経信仰者（法華持
経者）の守護神という性格から、『法華経』信仰を基
底に持つ葛城の守護神となった。そして役行者の行
場開踏に結びつき、それ以後は深沙大王が留まったと
される深沙池が葛城二十八品の経塚巡行のひとつと
なっていた。深沙池や役行者の行場開踏の話からは、
水と関わる一面もみられた。二上山雌嶽の深沙大将
は、葛城修行始点の友ケ島に対して終点の二上山と
いう構想が窺える。また葛城修験の中心である葛城山
が、金剛山であり法喜菩薩の浄土とされるとき、その
典拠となった『華厳経』と葛城修験の基底にある『法
華経』を橋渡しする役割をも果たした。
  
第三節　深沙大将と太山府君
　深沙大将は「僧常暁請来目録」において「これ、北
方多聞天王の化身なり」とあるのだが、後に太山府君・
奉敎官・奉敎鬼官・観自在菩薩・釈迦如来の先身とも
言われるようになる。ここでは太山府君と深沙大将の
関わりについて触れることにする。
　深沙大将を太山府君とする記述が『覚禅鈔』にいく
つかみられる。以下読み下しをあげる。深沙大将の本
身の項には「小野敦造紙が言うには、太山府君、また
の名を奉敎官、また奉敎鬼官は古人が伝えて云う如
く、深沙大聖である。」「兼意闍梨が言う、深沙大将
は太山府君だと般若僧正は伝える」とあり、裏書891
には「長宴が言うには、深沙大王これ太山府君であ
り、玄奘三蔵が流沙で出会った神なので、深沙という」
（『阿娑縛抄』にも引かれる）「台対受記には、太山－
－とあり、これは古人が伝える深沙大将である」（『阿
娑縛抄』にも引かれる）「深沙大王は太山府君だ。故
に太山府君の印明を用い、七髑髏を瓔珞とする」とあ
る。また『白宝口抄』「太山府君事」(46)には太山府君
を奉敎官、奉敎鬼官、そして深沙大王だという。以上
列記した資料から深沙大将と太山府君を同一視して
いたことが窺える。
　上にあげた『覚禅鈔』裏書891で、深沙大将の印
明は太山府君の印明を用いるとあった。この印明につ
いては「手印図巻上」(47)（図12）で奉敎官・太山府君・
深沙大王が同じ手印で表わされている。この手印に
ついては杵築神社の深沙大将像（図９）は右手だけで
はあるが、二指を立てる姿で作られており、この印に
習ったものと考えられる。
　太山府君の太山は、中国の五岳のうち東岳泰山のこ
とで、人間の寿命を支配し、死者の魂が往く所とされ
ている。その冥府の支配者が太山府君である。同じく
中国の俗信仰である五道冥官（五道大神）とともに閻
魔王と習合して、冥界の裁判官とされた。太山府君は
冥府の支配者であるため、太山府君と同一とされる深
沙大将も同等の役割を担い、死者の冥福のために祀る
と考えることができる。『醍醐寺新要録』「深沙寺篇」(48)
には、「一　願主事／慶延記第四卷云、願主江家氏寺
也○又氏人骨、皆所埋此寺邊也○」とあり、深沙寺は
願主江家（大江氏）の氏寺であり、江家の者はこの寺
辺に埋葬するという。これは太山府君と同一視される
深沙大将を祀ることで死者の冥福を願ったものと推
測される。
  また、深沙大将倚像（図2）が伝わる弥谷寺は弥谷
山の中腹にあり、『日本歴史地名大系38巻　香川県の
地名』(49)から、弥谷山は中世より死霊が集まる山とし
て信仰を集め、この地域では死後7日目あるいは49
日目に死霊を家族の者が負うまねをして弥谷山まで連
れてくる風習があることが分かる。この死霊を背負う
風習はイヤダニマイリと呼ばれ、武田明氏は弥谷山麓
の事例を収集・紹介されている(50)。また『三野町の
文化財』(51)「59霊が籠もる山、弥谷寺の信仰遺跡」に
は、鎌倉初期高野山から道範が訪れ真言念仏を行って
以来、念仏行者が数多く集まり、五輪塔や南無阿弥陀
仏の六字名号や阿弥陀三尊が岩壁に刻まれているこ
と、弥谷寺が所在する山々は死者の霊が籠もる所と考
えられていた、ということが記載されている。以上、
民間習俗と鎌倉時代以降の文化財から、弥谷寺が所在
する弥谷山は現代においても祖霊が集まる山として
信仰され、鎌倉初期からは真言系浄土教による活動が
あったことが知られる。鎌倉初期以来の真言念仏に
よる浄土信仰は、祖霊が集まる山に対する信仰が基底
にあることを窺わせる。弥谷寺鎮守堂に安置される深
沙大将像は平安後期11世紀制作の像である。平安時
代においても、弥谷山は祖霊が籠もる山として信仰さ
れていたと考えて間違いはない。弥谷山（381,5メー
トル）のような里近くの山はその資格を充分に具えて
深沙大将像の像容（図像）とその信仰
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いる。弥谷寺に深沙大将を祀ることで、死者の冥福を
祈ったと考えることができる。
  深沙大将を太山府君と同一とすることは、常暁請来
時に伝わった深沙大将の性格とは全く別の系譜によ
ると考えられる。前述した『白宝口抄』「太山府君事」
には、「口云。胎蔵界次第云。奉教官深沙大王太山府
軍文」とあり、胎蔵曼荼羅を理解する過程で出てきた
ようである。太山府君は胎蔵曼荼羅の現図では岱山府
君として菩薩形で描かれ、その下部に鬼衆群が描かれ
ている。
第四節　深沙大将と執金剛神との組み合わせについて
　第一章であげた彫像遺例は単独像がほとんどだが、
他の尊像と一対であったり、脇持であったりするも
のがあった。深沙大将を他の尊像と組み合わせること
で、なんらかの意味があったと考えてみていく。
　金剛院像（図7）と金剛峯寺（図8）像については
どちらも執金剛神と一対で表されている。この二組の
像については、どちらも快慶の作あるいは快慶作と推
定されており、制作にあたって重源の存在も窺える。
しかし、深沙大将と執金剛神を一対で制作する意図は
明らかになっていない。そこで、深沙大将と執金剛神
を一対とするのにはなんらかの接点があるとみて、そ
の接点について考えることにする。
　まず、深沙大将については水神・葛城修験の守護神・
太山府君と同一視という信仰がみられた。対して執金
剛神について杉山二郎氏(52)は執金剛神の性格のひと
つとして「ガンジス河農耕帯での仏伝に出現する執金
剛神は農耕生産や豊饒、飢饉、洪水や旱魃に直接かか
わりのある竜神信仰に密着した守護神、いや彼自らが
農耕儀礼神的性格を帯び、単独像の形式で展開してゆ
く」と述べ、執金剛神が水神である竜神を守護するこ
とから、執金剛神も水神としての一面を示した。深沙
大将は第一節で述べたように水神として信仰される
ので、どちらも水神という共通点が浮かび、水に関す
る信仰でこの２体が一対となって祀られることが考
えられる。
  つぎに重源の『南無阿弥陀仏作善集』(53)をもとに試
論を述べたい。『南無阿弥陀仏作善集』「高野新別所」
の項には、彫像では阿弥陀三尊像、釈迦涅槃像１体、
四天王像各１体、執金剛身（神）深 （沙）大王像各１
体が記されている。この記載から執金剛神と深沙大将
が一対として造像されたことが分かる。その直前に記
されている四天王像に着目して、この３者６体で一組
をなすと考えると、『仏説一切功徳荘厳王経』(54)（702
年唐義浄訳）がうかびあがる。釈迦如来を中尊として
二菩薩四天王を配する図像が、『覚禅鈔』釈迦(55)の
項に収録されている。獅子座に坐し説法印をとる釈迦
如来の左右に観音菩薩立像と金剛杵を持す菩薩立像
を配し、その三尊を四天王が取り囲んでいる。ただし
これは画像である。『覚禅鈔』本文では観自在と執金
剛神と表記している。そして「一切法荘厳王経云」と
する。高野新別所に重源は小堂と食堂と三重塔を建立
し、三重塔には仏舎利を納めた水晶塔を銅五輪塔内に
納め安置した。舎利は釈迦如来であるので釈迦如来と
この６体の組み合わせが可能となる。
　『大蔵経全解説大事典』(56)によれば、『仏説一切功徳
荘厳王経』は２首の陀羅尼を説示したもので、第１首
の陀羅尼は仏説であるが、第２は仏の加持力を受けた
金剛手菩薩（経典では執金剛菩薩）の説で、陀羅尼の
功徳を讃歎することに終始しているが、そのなかに阿
弥陀浄土か 利天浄土かはっきりしないが浄土思想の
痕跡が認められるという。陀羅尼信仰と金剛杵（執金
剛神）信仰が窺える。この信仰は日本では８世紀山林
修行者の信仰である。重源は若年のころ山林修行者で
あった。『南無阿弥陀仏作善集』には四国邊、大峯（５
度）、葛木（２度）それぞれ修行を行ったことを記す。
  上述７尊の組み合わせの典拠として『仏説一切功徳
荘厳王経』をあげた。しかし執金剛神（執金剛菩薩）
と組み合わされているのは観音菩薩であって深沙大
将ではない。観音菩薩に替えて深沙大将とすることに
ついては、深沙大将は観音菩薩の応化身とする説があ
る。『別尊雑記』では、「師秘云」として鬼神が衆生
の生気を奪っていたとき観音菩薩は衆生を哀れみ深
沙神の形となって現れた話を載せ最後に「深沙神是観
自在菩薩也」と結ぶ。(57)ではなぜ重源はあえて観音
菩薩を深沙大将で示したのか。それは重源の法華経信
仰によると考える。重源の法華経信仰は、『南無阿弥
陀仏作善集』に記載された如法経書写の記事や東大寺
七重塔復興のための勧進状（元久２年 (1205)）から
明らかである。深沙大将は、葛城修験の項で既に述べ
たが、法華経信仰者（法華持経者）の守護神でもあっ
た。法華持経者は山林修行者でもある。このように執
金剛神と深沙大将は重源の山林修行者としての信仰
から一対とされたと考えられる。
  以上『南無阿弥陀仏作善集』の記載から、深沙大将
と執金剛神は重源によって一対のものとして構想さ
れたと考え、それが重源のどのような信仰から生じた
のかについて試論を述べた。今回は信仰についてのみ
考察した。現存像との関連すなわち金剛峯寺像の原所
在や金剛院像など検討すべきこともある。今後の課題
としておきたい。
小　結
　第一節から第四節まで深沙大将がどのように信仰
されているのかみてきた。
　第一節では水との関わりとして、『大慈恩寺三蔵法
師伝』で玄奘三蔵に水を与え、二つの女商人の話では
どちらも悪風で船が沈みそうになったとき深沙大将
に祈念することで船は沈まずにたどり着くことがで
きたという話があり、日本に請来された時にはすでに
深沙大将が水神としての一面を持っていたこととな
る。これらの話は日本において平安～鎌倉時代には知
られており、室町時代には玄奘三蔵の話から能「大般
若」が作られ、この能「大般若」では深沙大王が流沙
河の主となっていることや、音通から深沙を真蛇とす
る異本が多いことから、その基底に蛇は水神であり、
流沙河という川の神である深沙大王も水神であると
いう認識が存在し、そこから音通による深沙から真蛇
への変化を可能にしたと思われる。また、勝道上人の
日光山登頂にまつわる山菅の蛇橋 (神橋 )の伝説とし
て『日光山志』にあるように勝道上人が大谷川を渡る
ために深沙大王が青赤の蛇で橋を架けて助けている。
勝道上人の山菅の蛇橋伝説（おそくとも14世紀初期
まで遡る）や能「大般若」によって、深沙大将という
神の存在と水神としての一面が広く流布したと考え
られる。『深大寺真名縁起』では深大寺開山の満功上
人の父母の話で満功上人の父福満を池水の中嶋に渡
らせるために大霊亀を遣わしている。いずれも深沙大
将が川・湖といった水のあるところで出現して願いを
聞き入れており、既に持っていた水神としての一面を
日本において、伝説や能に組み込まれることでより水
神として広く信仰されたことがいえる。
　第二節では葛城修験における信仰として、『渓嵐拾
葉集』に、「葛木の守護神深沙大王。これすなわち多
聞天の化現なり」とあることから葛城の守護神に位
置づけられていることがいえる。深沙大将と葛城修験
を繋ぐものとして『法華経』がある。深沙大将は『別
尊雑記』裏書337「深沙大将菩薩儀軌要一首」から法
華持経者の守護神であり、葛城修験も『諸山縁起』「転
法輪山」の項や『渓嵐拾葉集』から『法華経』を信仰
していることがわかる。ここに『法華経』の信仰者と
その守護神という関係が浮かび上がる。
　葛城の守護神となった深沙大将は役行者の紀州
友ヶ島の行場開踏に結びつき、深沙大王が留まったと
される深沙池が葛城二十八品の経塚巡行のひとつと
なっている。この深沙池や役行者の行場開踏の話から
は、水と関わる一面もみられた。また、二上山雄嶽に
は ｢二上権現｣を、雌嶽には ｢深蛇 (沙 )大王｣を祀る
ことも知られており、葛城修行始点の友ケ島に対して
終点の二上山という構想が窺える。
　奈良県生駒郡平群町福貴畑の杵築神社観音堂には
深沙大将像が伝わっている。この地域一帯は葛城修験
の文化圏と考えることができ、葛城修験の影響を受け
て造立された可能性も考えられる。
　葛城修験にはもうひとつ『華厳経』が関わってくる。
葛城山が金剛山とも呼ばれることを『華厳経』により
説明する。護国寺本『諸寺縁起集』や『渓嵐拾葉集』
では、深沙大将は鑑真和尚と組み合わさって説話を形
成し、『華厳経』と『法華経』を橋渡しする役割をも
果たしている。
　第三節では深沙大将を太山府君と同一視すること
をあげた。深沙大将を太山府君とする記述が『覚禅鈔』
にいくつかみられ、この『覚禅鈔』裏書891で、深
沙大将の印明は太山府君の印明を用いるとあった。こ
の印明については「手印図巻上」で奉敎官・太山府君・
深沙大王が同じ手印で表わされているので、手印から
も深沙大将と太山府君を同一視していたことが窺え
る。太山府君は冥府の支配者である。そのため太山府
君と同一とされる深沙大将も同等の役割を担い、死者
の冥福のために祀ると考えることができる。『醍醐寺
新要録』「深沙寺篇」には深沙寺は願主江家の氏寺で
あり、江家の者はこの寺辺に埋葬するとある。深沙大
将を祀ることで死者の冥福を願ったものと推測され
る。また弥谷寺は弥谷山の中腹にあり、この弥谷山は
祖霊が集まる山として信仰されることから、弥谷寺鎮
守堂に安置される深沙大将像にも死者の冥福を祈っ
たと考えることができる。深沙大将が太山府君と同一
とする記述は「僧常暁請来目録」にはみられないこと
から別の系譜によると考えられる。胎蔵曼荼羅を理解
する過程で出てきたようである。杵築神社の深沙大将
像が右手だけではあるが、二指を立てる姿で作られて
おり、「手印図巻上」に掲載される太山府君と深沙大
王共通の手印なのでこの印に習ったものと思われる。
　第四節では金剛院像と金剛峯寺像がどちらも執金
剛神と一対で表されていることから、執金剛神と一対
とする理由を考察した。まず深沙大将と執金剛神この
どちらにも水神という共通点が浮かび、水に関する信
仰でこの２体が一対となって祀られる事が考えられる。
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　つぎにこの二組の像は快慶の作あるいはその可能
性が指摘されており、制作にあたって重源の存在が
窺える。重源の『南無阿弥陀仏作善集』「高野新別所」
の項から執金剛神と深沙大将が一対として造像され
たことが分かる。その記載から執金剛神と深沙大将と
四天王の組み合わせであると考えられ、その典拠とし
て『仏説一切功徳荘厳王経』がうかびあがる。この経
典を引く『覚禅鈔』には釈迦の左右に観音菩薩と執金
剛神そして四天王を配する図像がある。執金剛神と組
み合わせられているのは観音菩薩であり、深沙大将で
はない。『別尊雑記』「師秘云」に深沙大将を観音菩
薩の応化身とする説があるので、観音菩薩を深沙大将
で表すことも可能である。なぜ重源が観音菩薩を深沙
大将で示したのかについては重源の法華経信仰によ
ると考える。深沙大将は葛城修験の項でも述べたが、
法華経信仰者（法華持経者）の守護神でもあった。法
華持経者は山林修行者でもあるので、重源は山林修行
者としての信仰からこの２体を一対としたと考えられ
る。
　日本において深沙大将に対する信仰の幅が多様に
広がっていったことが以上の考察で明らかになった。
結　論
　深沙大将について考えるうえで、まずその姿形に着
目し、第１章で深沙大将の彫像遺例から深沙大将の姿
形について、平安から室町時代の作９体を『図像抄』
図像 (図１ )をもとにした深沙大将の５つの特徴をあ
げて比較した。
　その結果制作年代が平安時代頃とされる像の姿形
には、像をみるうえで規範とした５つの特徴を満たす
像は少なく、表現上ではさまざまな試みが窺え、また
各寺の信仰事情を反映した結果と思われるところも
ある。５つの特徴の中では象頭をもつ膝丈の袴に関し
ては、象と判別しがたい袴のものや、獣の袴を身に着
けないものがあった。これについて平安時代作とされ
る５体がどれも当時の都から離れた地域にあること
から、直接図像に依るのではなく見聞によって得た深
沙大将の特徴を、既知の明王形や鬼形などに組み込み
制作してできた姿形と考えた。
　『図像抄』図像の特徴を多く持つのは金剛院像と金
剛峯寺像である。この２像は快慶作あるいは快慶作と
推定されているので、重源との関係から『図像抄』収
録の図像の像容を知ることができ、深沙大将の特徴を
備えた像となったと考えられる。
　深沙大将の日本における信仰として4つの項目をあ
げてみてきた。その中で確認できたことは、深沙大将
が日本に請来された時にはすでに水神としての一面
を持っており、日本においては勝道上人の説話や宴
曲・能、寺院縁起に組み込まれ水神として広く信仰さ
れたことがわかり、葛城修験でも水との関わりをも
ち、執金剛神と一対とする理由の一つとして水神とし
て祀られている可能性も考えることができた。彫像と
しては『深大寺真名縁起』が伝わる深大寺の深沙大将
像は水神としての性格を持つであろう。弥谷寺像の頭
部に朱の蛇が７匹表現されていることは、これは深沙
大将彫像のなかでは弥谷寺像にのみみられる特徴で
あり、これと類似する姿を水天にみることができるの
でこれも水神としての性格を具えていると思われる。
　葛城修験にとっては葛城の守護神として信仰する。
それは葛城修験の基底には『法華経』があり、深沙大
将に法華持経者を守護する別伝があることによる。ま
た鎌倉後半に鑑真和尚と組み合わさった説話が登場
する。そこでは『法華経』と『華厳経』を橋渡しする
役割を果たしていた。
　深沙大将を太山府君と同一視することは、胎蔵曼荼
羅を理解する過程で生じてきたもので、常暁請来時に
伝わった深沙大将の性格とは全く別の系譜である。太
山府君のもつ冥府の支配者という性格を深沙大将に
ももたせることで、死者の冥福を祈る人々から信仰を
集めたと考えられる。弥谷寺が所在する弥谷山は平安
時代においても祖霊信仰の山であったと推測でき、弥
谷寺深沙大将像は、太山府君と同様の性格をもってい
たと考えられる。また杵築神社の深沙大将像の手の形
は太山府君の手印と右手だけだが一致しているので
これも太山府君の性格からきていると思われる。
　金剛院像と金剛峯寺像が執金剛神と一対に表され
ていることについては、試論ではあるが『仏説一切功
徳荘厳王経』を典拠とする釈迦・観音菩薩・執金剛神・
四天王という組み合わせと考えた。観音菩薩が深沙大
将に置き換えられた点については深沙大将を観音菩
薩の応化身とすることと、重源の『法華経』信仰から、
深沙大将の『法華経』守護神という性格が関係したと
推測することができた。
　深沙大将の姿形については像が制作された時代や
地域によって相異がみられ、各時代における深沙大将
の情報の広がりと地域独自の信仰に溶け込むことに
よって、様々な姿形や信仰が形成されたといえよう。
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書店　1980年
　   神護景雲元年、勝道上人跋渉のみぎり、この所に来り
たまひしに、両岸の絶崕高く聳え、漲水盤渦して済るべ
きようなかりしかば、道公 然として巌上に跪き、丹
心をくだき神仏に祈誓し、しばらく念誦したまひける
に、髣髴として北崕に深沙大王の尊容あらはれ、御手に
持ちたまふ青赤の両蛇を大河に向ひて放ちたまふと見る
所に、たちまち飄然として虹霓の山間に浮かべるに異な
らず、北岸より南崕まで、一条の長橋を架せり。上人奇
異の思ひをなし、深く大権の冥助を歓喜ましまし、信心
身に徹したまふといえども、いまだ凡慮を免れたまはざ
れば、大蛇の長橋を望み、しばし躊躇したまふ所に、ま
た不思議なるかな、蛇橋の上にたちまち数根の山菅を生
じ、山間に一路を新たに開きたるにことならず。上人い
よいよ冥助の著き事を感歎ましまし、いつしか危ふき念
慮も忘れ、遂に徒弟とともにかの長橋を済りたまひ、北
岸に至りて遙かに後を顧みたまへば、あやしむべし、大
王も二蛇もかき消すごとく見えさせたまはずなりにける
とぞ。それよりこの橋を称して、山菅の蛇橋とは唱えけ
り。・・・・・『枕草紙春曙抄』に異本を引きて、「やま
すげのはし、一筋わたしたる棚橋」と書けるは、むかし
僅かにわたしし小橋のさまを、そのままに書きたるもの
なるべし。・・・・・                            
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(34) 『続群書類従　第十九輯下』
(3 5) 頭上に龍（蛇）を持つ像として他に妙見菩薩の図像中
に１種、九曜星のうち計都星・羅 星がある。
(36) 『大正新脩大蔵経』No,2410
(3 7) 「葛城修験とその遺品」『役行者と修験道の世界　～
山岳信仰の秘法～』　毎日新聞社　1999年
(3 8) 鈴木昭英解題「葛城峯中記」（亮永　元禄13年 (1700)）
　五来重編『修験道史料集Ⅱ』　山岳宗教史研究叢書 18
　名著出版　1984年　　
(3 9) 「葛城修行灌頂式」永正元年 (1504)　『修験道章疏』
第二巻
　　 ・・・・・特ﾆﾊ当峯ﾉ二上権現。深沙大王。七大金剛童
子。満山ﾉ護法善神。別者入峯高祖役行者 当峯歴代大
先達ﾉ尊霊等冥罰ｦ於立所可罷蒙者也。
(4 0) 宮家準『修験道思想の研究』増補決定版　春秋社　 
1985／ 1999年
(4 1) 桜井徳太郎校註　『日本思想大系20　寺社縁起』「諸
山縁起」　岩波書店　1975年
(4 2) 「深沙大將菩薩儀軌要一首」
　　 長安南州治 (活イ )玄舍中有比丘僧。名曰法傳。自性全
於轉讀法花經。爰以天和元年正月六日旦於舍天光寺發
誓。辭曰。至于究竟菩提於法花奉讀。自至去十餘里有
曠野。名曰玄野。於往經七日。交出一人小兒。採薪駈
使經七歳。晝夜心有妙法。無間護巻。受取者依薙難。
然間法師問小兒云。汝從何所來。敎吾云。小兒答。吾
此野鬼神矣。名曰深沙大將。亦名央崛摩羅・・・・・。
(4 3) 藤田経世『校刊美術史料　寺院篇上卷』　中央公論美
術出版　1972年
　　金剛山葛木麓在之
　　 大和国金剛山者、法喜菩薩説般若之所也、・・・・・鑑
真和尚ﾊ於此山、依神砂 (沙ｶ )大王之教、見多之奇瑞、
正覚門□□ (之東ｶ )、三千余之大比丘行布薩、槌〃声高
響、巌窟之南ﾆ三千余之仙人、烈石床法花読誦・・・・。
(4 4) 『渓嵐拾葉集』巻第六
     問。葛木峯相如何　答。大方者大峯與葛木者両部峯習也。
然而別是云者。大峯者真言峯。葛木者法花峯也。・・・問。
　  役行者本地如何　答。曇無竭菩薩化身也。故花厳経云。
従此五百由旬東方有大乗流布国。其中曇無竭菩薩在文。
又云。鑑真和尚葛木之峯巡礼之時。有鬼神布薩鐘鳴。和
尚問云。何故鐘鳴耶。鬼神答云。曇無竭菩薩布薩也云云
仍和尚布薩共取籌。其籌今南都有。日本奇瑞是也云云　
問。曇無竭菩薩何故有之耶　答。葛木一宿二上笙南谷霊
窟有之。被行布薩云云　又云。鐘ツキノ鬼神者。葛木守
護神深沙大王。是則多門天化現也。又云。玄奘三蔵渡天時。
流沙葱嶺七生経給。其七生霊骨頸 懸今深沙大王是也
(4 5) 平群町史編集委員会編『平群町史』　平群町役場　
1976年
(4 6) 『大正新脩大蔵経　図像第七巻』　大正新脩大蔵経刊
行会　1977年
(4 7) 『大正新脩大蔵経　図像第八巻』　大正新脩大蔵経刊
行会　1977年
(48) 醍醐寺文化財研究所　法蔵館　1991年
(49) 川野正雄・武田明監修　平凡社　1989年
(5 0) 武田明「西讃岐の両墓制その他」『民間伝承』14 ｰ５ 
秋田書店　1950年
　 武田明「讃岐弥谷山麓の葬制」『日本民俗学』２ｰ３　日
本民俗学会　1955年
(51) 三野町教育委員会　三野町　2005年
(5 2) 杉山二郎「執金剛神考」『日本彫刻史研究法』　東京
美術　1991年　初出『仏教芸術』第 74号　毎日新聞社
　1970年
(5 3) 田澤坦　「南無阿弥陀仏作善集」『美術研究』30号　
1934年
　　高野新別所　号專修往生院
　　奉造立一面（止）間四面小堂一宇　湯屋一宇 在鉄船并釜
　　食堂一宇奉安等身頻頭盧并文珠像各一躰
　　 三重塔一基　奉安置銅五輪塔一基長八尺・奉納其中水
　　　　　　／精塔一基高一尺二寸納佛舍利五十一粒
　　奉安置三寸阿弥陀像一躰并觀音勢至唐佛
　　三尺皆金□阿弥陀像并觀音勢至
　　 八大祖師御影八鋪　三尺涅槃像一躰　四尺四天像各
一ヽ
　　執金剛身深 大王像各一躰　十六想觀一鋪
　　十六羅漢像十六鋪唐本　釋迦出山像一鋪但紙佛
　　又十六羅漢十六鋪唐本墨畫
　　弘法大師御筆之華嚴經一卷　心經三卷
　　良辨僧正御筆見無邊佛土功德經一卷
　　繪 (畫 )像涅槃像一鋪　四臂不動尊一ヽ　普同塔一ヽ
　　湯屋一宇　在鉄湯船釜
　　 鐘一口　本寺大湯屋鉄船并釜口徑各八尺釜卅石納／傳
　　　　法院塔九輪鉄施入之　蓮花谷鐘奉施入
　　播广并伊賀丈六奉爲本様畫像阿弥陀三尊一鋪唐筆
(54) 『大正新脩大蔵経』No.1374
(55) 『覚禅鈔』釈迦
　　又像　右觀音　左執金剛　四天王
　　 一切法莊嚴王經云。畫鋪中安釋迦佛像。處師子座。作
説法儀。右安觀自在○蓮花立有四臂　右上手執梵本經。
下手執數珠／左上手執白蓮花。下手把君持　左邊安執
金剛神　右手執金剛杵／左手遙水杵頭　其四邊安護世
四天王云ゝ
(56) 鎌田茂雄他編　雄山閣　1998年
(57) 『別尊雑記』
　　 師秘云。昔有鬼。是則北方神佐主領藥叉也。而是鬼神
欲迴四洲奪衆生ゝ氣。爾時觀自在菩薩哀愍一切故。作
深沙神形來見其鬼。告彼鬼言。汝何所來欲作事耶。時
彼藥叉答言。我是北方神。欲奪一切衆生ゝ氣。時深沙
神言。汝莫迴四州。無有衆生無勢力者。時藥叉聞此語已。
啓深沙神言。汝爲誰耶。答言。我是深沙神。有大威力。
時藥叉言。善哉。我等互現神變見勝劣。時深沙神現大身。
攝縛彼鬼。ゝ即驚怖發大聲叫乞救護。時深沙神言。汝
若發願爲護法者我今放汝安穩令去。時彼藥叉言。我随
命生ゝ世ゝ爲護法使者。如是三遍已放還云ゝ　此放 (故
カ )深沙神是觀自在菩薩也。
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図１　 『大正新脩大蔵経　図像第三巻』「図像抄」　　
大正新脩大蔵経刊行会　普及版1988年
図２　 三野町教育委員会　『三野町の文化財』　　　
三野町　2005年
図３　 朝日新聞社文化企画局大阪企画部編『西遊記の
シルクロード　三蔵法師の道』　朝日新聞社　
1999年
図４　 岐阜新聞社　『文化マップGifu』　岐阜新聞社
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図６　 岩男順・窪田勝典　『大分の磨崖仏』　九環　
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倉復興と新たな美の創出』　奈良国立博物館　
2006年
図８　 朝日新聞社文化企画局大阪企画部編『西遊記の
シルクロード　三蔵法師の道』　朝日新聞社　
1999年
図９　 朝日新聞社文化企画局大阪企画部編『西遊記の
シルクロード　三蔵法師の道』　朝日新聞社　
1999年　　
図10　 佐和隆研　『秘宝第八巻　醍醐』　講談社　　
1967年
図11　 井上靖・塚本善隆監修　『古寺巡礼京都１　東
寺』  淡交社　1976年
図12　 『大正新脩大蔵経　図像第八巻』「手印図巻上」
大正新脩大蔵経刊行会　1977年
追記
　本論文は、研究生加藤香織さん（2006年10月～
2008年３月在籍）が作成したものに、藤澤が加筆訂
正したものである。
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図１　深沙大将図像　『図像抄』
図２　深沙大将倚像　寄木造　　
　　　138.5cm　11世紀初頭
　　　弥谷寺
図３　深沙大将立像　一木造
　　　256.6cm　
　　　11世紀末～ 12世紀初頭　
　　　明通寺
図４　深沙大将立像　一木造
　　　175.5cm　平安時代
　　　横蔵寺
　図５　深沙大将立像　一木造　104.5cm
　　　　12世紀　神宮寺
図６　深沙大将立像 軟質凝灰石浮彫
　　　140cm　平安後期
　　　高瀬磨崖仏
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　図７　深沙大将立像　快慶作
　　　　寄木造　84.5cm　
　　　　12世紀末～ 13世紀初頭
　　　　金剛院
図11　十二天屏風・水天　絹本著色　宅間勝賀筆
　　　130.7×42.3cm　建久2年（1191）東寺
　図８　深沙大将立像　快慶作？　
　　　　寄木造　134.2cm
　　　　13世紀　金剛峯寺
　図９　深沙大将立像　寄木造　197cm
　　　　南北朝～室町前期　杵築神社
　 図10　十天形像（水天）白描図像　28.8×445.4cm
　　  　　醍醐寺
図12　深沙大将手印
　　 　『手印図巻』上
